
全
国
広
域
連
携
市
議
会
協
議
会

は
2
月
2
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
で
、
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議
、
第
66
回
理
事
会
の
後
、

第
48
回
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、宮
本
勝
利
会
長（
海

南
市
議
会
議
長
）
か
ら
「
今
後
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り

社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

広
域
連
携
の
取
り
組
み
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
広
域

連
携
施
策
に
対
す
る
支
援
措
置
を

求
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
」

な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。
続
い
て
、

講
演
の
後
、
事
務
報
告
を
了
承
し
、

協
議
に
入
っ
た
。

「
規
約
の
一
部
改
正
（
案
）
に

つ
い
て
」
で
は
、
理
事
会
の
掌
理

事
項
と
し
て
い
た
「
予
算
及
び
決

算
の
承
認
」
を
「
予
算
の
議
決
及

び
決
算
の
認
定
」
と
し
て
総
会
の

掌
理
事
項
と
し
た
。

「
相
談
役
の
委
嘱
に
関
す
る
申

し
合
わ
せ
の
一
部
改
正
（
案
）
に

つ
い
て
」
で
は
、
全
国
広
域
連
携

市
議
会
協
議
会
の
前
名
称
で
あ
る

「
広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会
」

に
係
る
文
言
の
整
理
を
し
た
。
こ

れ
ら
の
一
部
改
正
は
、
総
会
当
日

の
2
月
2
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と

と
し
た
。

「
平
成
27
年
度
本
協
議
会
歳
入

歳
出
決
算
に
つ
い
て
」
で
は
、
山

口
隆
一
郎
監
事
（
諫
早
市
議
会
議

長
）
か
ら
監
査
結
果
の
報
告
が
あ

り
、
27
年
度
決
算
を
認
定
し
た
。

「
平
成
29
年
度
本
協
議
会
活
動

方
針
（
案
）
に
つ
い
て
」
で
は
、

今
後
の
広
域
連
携
施
策
の
充
実
に

向
け
、
①
広
域
連
携
施
策
の
推
進

②
広
域
連
携
施
策
に
対
す
る
財
政

支
援
③
連
携
中
枢
都
市
圏
及
び
定

住
自
立
圏
の
取
組
④
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
に
お
け
る
広
域
連

携
施
策
―
に
つ
い
て
か
ら
な
る
活

動
目
標
（
右
下
掲
）
、
活
動
方
法

に
よ
り
実
現
を
図
る
と
す
る
活
動

方
針
を
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。

「
平
成
29
年
度
本
協
議
会
歳
入

歳
出
予
算（
案
）に
つ
い
て
」
で
は
、

予
算
を
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
ま
ず
、
副
会

長
・
監
事
・
理
事
に
つ
い
て
、
事

前
に
各
部
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候

補
を
事
務
局
か
ら
報
告
し
、
報
告

の
通
り
選
任
。
次
に
、
会
長
候
補

に
つ
い
て
、
藤
原
一
弘
新
副
会
長

（
臼
杵
市
議
会
議
長
）
か
ら
次
期

副
会
長
候
補
に
よ
る
互
選
結
果
を

報
告
し
、
報
告
の
通
り
、
新
会
長

に
皆
川
信
正
福
井
市
議
会
議
長
を

選
任
し
た
（
新
役
員
市
（
理
事
除

く
）
に
つ
い
て
は
2
面
に
掲
載
）。

新
旧
会
長
挨
拶
で
は
、
新
役
員

を
代
表
し
て
皆
川
新
会
長
か
ら

「
広
域
連
携
施
策
の
さ
ら
な
る
充

実
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
す
る
」

な
ど
の
就
任
挨
拶
を
し
た
。
続
い

て
、
前
役
員
を
代
表
し
て
宮
本
前

【
活
動
目
標
】

①
広
域
連
携
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
（
連
携
中
枢
都
市
圏
、
定
住
自

立
圏
及
び
既
存
の
事
務
の
共
同
処

理
制
度
等
の
広
域
連
携
施
策
を
引

き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
自

治
体
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え
る
こ

と
を
求
め
る
）
②
広
域
連
携
施
策

に
対
す
る
財
政
支
援
に
つ
い
て

（
広
域
連
携
施
策
に
対
す
る
財
政

支
援
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体

の
実
情
に
応
じ
て
適
切
に
措
置
す

る
こ
と
を
求
め
る
）
③
連
携
中
枢

都
市
圏
及
び
定
住
自
立
圏
の
取
組

に
つ
い
て
（
連
携
中
枢
都
市
圏
及

び
定
住
自
立
圏
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
連
携

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
対
象

条
件
の
更
な
る
緩
和
を
図
る
と
と

も
に
、
財
政
支
援
措
置
を
拡
充
す

る
こ
と
を
求
め
る
）
④
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
に
お
け
る
広
域

連
携
施
策
に
つ
い
て
（
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
に
お
け
る
広
域

連
携
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

積
極
的
に
地
方
自
治
体
に
情
報
提

供
す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体

の
意
見
を
十
分
反
映
す
る
こ
と
を

求
め
る
）

【
2
面
へ
続
く
】
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挨
拶
す
る
宮
本
会
長

講
演
す
る
鈴
木
専
修
大
学
准
教
授

監
査
結
果
を
報
告
す
る
山
口
監
事

会
長
候
補
を
報
告
す
る
藤
原
新
副
会
長
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【
1
面
か
ら
続
く
】

会
長
か
ら
退
任
挨
拶
を
し
た
。

相
談
役
委
嘱
で
は
、
規
約
と
申

し
合
わ
せ
に
基
づ
き
、
宮
本
前
会

長
、
全
国
市
議
会
議
長
会
副
会
長

で
あ
る
犬
飼
信
雄
松
本
市
議
会
議

長
、
野
嶋
広
子
和
歌
山
市
議
会
議

長
に
相
談
役
を
委
嘱
し
た
。

な
お
、
講
演
で
は
、
鈴
木
潔
・

専
修
大
学
法
学
部
准
教
授
か
ら

「
広
域
連
携
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ

り
方
」
と
題
し
①
広
域
連
携
に
お

け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
②
広
域
連

携
制
度
の
概
要
③
住
民
か
ら
の
民

主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
あ
り
方
④

関
係
自
治
体
の
合
意
形
成
の
あ
り

方
⑤
国
等
に
よ
る
広
域
連
携
へ
の

関
与
の
あ
り
方
―
な
ど
に
つ
い
て
、

説
明
が
あ
っ
た
。

【
平
成
29
・
30
年
度
役
員
市
（
理

事
除
く
）
】

▽
会
長
�
福
井
市

▽
副
会
長
�
富
良
野
市
、
八
戸
市
、

山
梨
市（
29
年
度
）・
大
月
市（
30

年
度
）、
藤
枝
市
、
天
理
市
、
呉

市
、
高
知
市
、
臼
杵
市

▽
監
事
�
太
田
市（
29
年
度
）・
渋

川
市（
30
年
度
）、
袋
井
市
、
加

西
市
、
倉
吉
市

【
相
談
役
】
海
南
市
、
松
本
市
、

和
歌
山
市

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
鷲
見
達
夫
大
津
市

議
会
議
長
）
は
2
月
3
日
、
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
議
、
第
2
回
理

事
会
の
後
、
第
43
回
定
期
総
会
を

開
催
し
た
。

総
会
で
は
、鷲
見
会
長
か
ら「
厳

し
い
予
算
編
成
と
な
る
中
、
道
路

関
係
予
算
は
わ
ず
か
だ
が
増
額
し
、

所
要
額
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
は
、

皆
様
方
の
一
致
結
束
し
た
要
望
活

動
の
成
果
で
あ
り
、
お
礼
を
申
し

上
げ
る
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
尾
﨑
正
直
・

全
国
高
速
道
路
建
設
協
議
会
会
長

（
高
知
県
知
事
）
の
代
理
と
し
て
、

日
高
健
・
同
協
議
会
事
務
局
長
代

行
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

衛
藤
征
士
郎
・
自
由
民
主
党
高
速

道
路
建
設
推
進
議
員
連
盟
会
長

（
衆
議
院
議
員
）
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
披
露
し
た
。

講
演
で
は
、
石
川
雄
一
・
国
土

交
通
省
道
路
局
長
か
ら
「
高
速
道

路
を
め
ぐ
る
最
近
の
諸
情
勢
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
説
明
を
聴
取
し

た
。
続
い
て
、
28
年
度
か
ら
新
た

に
加
盟
し
た
輪
島
市
、
勝
浦
市
、

鴨
川
市
、
い
す
み
市
、
佐
世
保
市
、

日
南
市
、
串
間
市
の
7
市
を
紹
介
。

事
務
報
告
を
了
承
し
た
後
、
協
議

に
入
っ
た
。

「
平
成
27
年
度
会
計
決
算
に
つ

い
て
」で
は
、
及
川
三
郎
監
事（
富

士
吉
田
市
議
会
議
長
）
か
ら
監
査

結
果
の
報
告
が
あ
り
、
27
年
度
決

算
を
認
定
し
た
。

「
平
成
29
年
度
活
動
方
針
（
案
）

に
つ
い
て
」
で
は
、
①
高
規
格
幹

線
道
路
網
1
万
4
0
0
0
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
早
期
完
成
②
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
機
能
向

上
と
最
適
利
用
の
推
進
③
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
解
消
及
び
暫
定
2
車

線
区
間
の
4
車
線
化
の
速
や
か
な

実
現
④
Ｉ
Ｃ
及
び
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

の
一
層
の
整
備
促
進
⑤
災
害
や
高

速
道
路
上
で
の
重
大
事
故
へ
の
対

応
と
し
て
、
防
災
・
安
全
対
策
等

の
推
進
―
か
ら
な
る
活
動
目
標
、

活
動
方
法
に
よ
り
、
実
現
を
図
る

と
す
る
活
動
方
針
を
原
案
の
通
り

決
定
し
た
。

「
平
成
29
年
度
会
議
・
要
望
活

動
日
程
（
案
）
に
つ
い
て
」
、
「
平

成
29
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」

で
は
、
29
年
度
の
日
程
、
予
算
を

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。

【
3
面
へ
続
く
】

大野大臣政務官

石川道路局長

第48回総会の模様

青木道路局次長

高高
速速
協協
がが
第第
4433
回回
定定
期期
総総
会会
をを
開開
催催

決
議
を
決
定
、
大
野
国
交
大
臣
政
務
官
ら
に
要
望

挨
拶
す
る
鷲
見
会
長

代
理
で
来
賓
挨
拶
す
る
日
高
事
務
局
長
代
行

監
査
結
果
を
報
告
す
る
及
川
監
事

決
議
の
提
案
理
由
説
明
す
る
滝
口
相
談
役

第2004号 平成29年2月25日 （2）全 国 市 議 会 旬 報
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決
議
で
は
、
滝
口
敏
夫
相
談
役

（
木
更
津
市
議
会
議
長
）
か
ら
決

議
（
案
）
に
つ
い
て
提
案
理
由
を

説
明
し
、
満
場
一
致
で
こ
れ
を
決

定
し
た
（
下
掲
）
。

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
は
、
国
土
交
通
省
を

訪
れ
、
大
野
泰
正
・
大
臣
政
務
官
、

石
川
道
路
局
長
、
青
木
由
行
・
同

局
次
長
、
増
田
博
行
・
同
局
官
房

審
議
官
（
道
路
担
当
）
に
対
し
、

決
議
文
を
手
交
の
上
、
要
望
し
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
加
盟
市
議

長
ら
も
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員

ら
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

※
決
議
（
前
文
省
略
）

一
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
1
万
4

0
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
早

期
完
成
に
向
け
た
明
確
な
方

向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
財

源
確
保
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

一
、
既
存
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
更
な
る
機
能
向
上
と

最
適
利
用
の
推
進
を
図
る
こ

と
。

一
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
及

び
暫
定
2
車
線
区
間
の
4
車

線
化
の
速
や
か
な
実
現
を
図

る
こ
と
。

一
、
Ｉ
Ｃ
及
び
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

一
層
の
整
備
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
整

備
、
防
災
拠
点
化
を
図
る
こ

と
。

一
、
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
な
ど
の
老

朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
適
時

適
切
な
維
持
管
理
・
更
新
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
十
分
な

財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

重
大
事
故
の
再
発
防
止
に
向

け
た
万
全
の
安
全
対
策
を
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
。

一
、
自
治
体
が
管
理
す
る
跨
道
橋

に
つ
い
て
、
適
切
な
維
持
管

理
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
早

急
な
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道

路
の
機
能
確
保
の
た
め
、
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
耐

震
強
化
を
図
る
こ
と
。

一
、
高
速
道
路
上
及
び
そ
の
周
辺

で
の
死
亡
事
故
を
防
止
す
る

万
全
の
対
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
緊
急
時
に
お
け
る
迅

速
な
対
応
の
た
め
、
救
急
車

退
出
路
及
び
緊
急
進
入
路
の

整
備
推
進
並
び
に
関
係
機
関

と
の
連
携
体
制
の
強
化
を
図

る
こ
と
。

【
2
面
か
ら
続
く
】

北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会

実
行
委
員
会
（
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
連
絡
協
議
会
・
地
方
六
団

体
・
内
閣
府
で
構
成
、
委
員
長
＝

照
屋
仁
士
・
日
本
青
年
団
協
議
会

会
長
）
は
、
2
月
7
日
の
※「
北
方

領
土
の
日
」
に
、
国
立
劇
場
で
、

平
成
29
年
北
方
領
土
返
還
要
求
全

国
大
会
を
開
催
し
た
。

大
会
は
2
部
構
成
。
第
1
部
で

は
、
元
島
民
代
表
、
運
動
関
係
者

代
表
ら
の
ト
ー
ク
を
行
っ
た
。
第

2
部
の
式
典
で
は
、
照
屋
委
員
長

の
挨
拶
の
後
、
安
倍
晋
三
・
内
閣

総
理
大
臣
が
挨
拶
（
要
旨
を
次
段

に
掲
載
）
し
た
。
続
い
て
、
各
界

各
層
代
表
、
岸
田
文
雄
・
外
務
大

臣
、
鶴
保
庸
介
・
北
方
対
策
担
当

大
臣
の
挨
拶
の
後
、
一
刻
も
早
い

北
方
四
島
の
返
還
実
現
を
目
指
し

て
、
5
つ
の
決
意
表
明
を
含
む
平

成
29
年
大
会
ア
ピ
ー
ル
（
決
意
表

明
部
分
�
下
掲
）
を
採
択
し
た
。

な
お
、
北
方
領
土
返
還
に
つ
い

て
は
、
本
会
の
地
方
行
政
委
員
会

で
①
早
期
返
還
の
実
現
②
北
方
領

土
隣
接
地
域
の
振
興
対
策
を
要
望

し
て
い
る
。

※
北
方
領
土
の
日

毎
年
2
月
7
日
。
昭
和
56
年
1
月
6

日
に
閣
議
了
解
し
た
「
『
北
方
領
土
の

日
』
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
北
方
領

土
問
題
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解

を
さ
ら
に
深
め
、
全
国
的
な
北
方
領
土

返
還
運
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
。
な
お
、
2
月
7
日
は

1
8
5
5
年
に
日
魯
通
好
条
約
が
調
印

さ
れ
た
日
。

※
安
倍
総
理
挨
拶
（
要
旨
）

戦
後
71
年
が
経
過
し
て
も
日
本

と
ロ
シ
ア
間
に
は
平
和
条
約
が
な

い
異
常
な
状
態
で
あ
る
。
何
と
か

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
思
い
で
、

28
年
12
月
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と

の
会
談
に
臨
ん
だ
。
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
に
は
、
未
来
志
向
の
発

想
が
必
要
で
あ
り
、
北
方
四
島
で

共
同
経
済
活
動
を
す
る
た
め
の
交

渉
開
始
を
合
意
し
た
。
平
和
条
約

締
結
に
向
け
た
重
要
な
一
歩
で
あ

り
、
文
書
で
両
首
脳
が
平
和
条
約

問
題
を
解
決
す
る
真
摯
な
決
意
表

明
を
確
認
し
、
共
有
し
た
。
元
島

民
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
し
っ

か
り
と
胸
に
刻
み
、
一
歩
一
歩
着

実
に
前
に
進
め
て
い
く
決
意
で
あ

り
、
政
府
と
国
民
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

※
平
成
29
年
大
会
ア
ピ
ー
ル
（
決

意
表
明
部
分
抜
粋
）

一
、
私
た
ち
は
、
北
方
四
島
の
返

還
実
現
を
目
指
し
行
動
を
推

し
進
め
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
地
域
・
職
場
・

学
校
・
家
庭
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
場
で
啓
発
活
動
を
行
う
と

と
も
に
、
返
還
実
現
に
向
け

政
・
官
・
民
の
さ
ら
な
る
団

結
を
深
め
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
全
国
の
仲
間
と

の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
署

名
活
動
を
よ
り
一
層
推
進
し

ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
北
方
四
島
ビ
ザ

な
し
交
流
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
活
か
し
、
北
方
四
島

の
返
還
こ
そ
が
我
が
国
と
ロ

シ
ア
と
の
真
の
友
好
と
信
頼

関
係
を
築
き
、
ひ
い
て
は
世

界
の
平
和
に
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
北
方
領
土
に
残

存
す
る
日
本
の
建
物
保
存
に

取
り
組
み
ま
す
。

▼
議
長

▽
さ
く
ら

小
菅
哲
男（
11
・
28
）

▽
八
千
代

成
田
忠
志（
1
・
23
）

▽
七
尾

高
僧

弘（
1
・
24
）

▽
田
原

渡
会
清
継（
1
・
31
）

▽
小
諸

林

稔（
2
・
1
）

▽
倉
敷

梶
田
省
三（
2
・
6
）

▽
須
坂

関
野
芳
秀（
2
・
7
）

▽
か
す
み
が
う
ら

中
根
光
男（
2
・
7
）

▼
副
議
長

▽
八
千
代

塚
本
路
明（
1
・
23
）

▽
田
原

大
竹
正
章（
1
・
31
）

▽
小
諸

田
中
寿
光（
2
・
1
）

▽
須
坂

竹
内

勉（
2
・
7
）

▽
か
す
み
が
う
ら

古
橋
智
樹（
2
・
7
）

▽
倉
敷

時
尾
博
幸（
2
・
7
）

議議
会会
人人
事事

第43回定期総会の模様

北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
を
開
催

―
早
期
返
還
実
現
へ
ア
ピ
ー
ル
採
択
―

挨拶する安倍総理
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都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
菊
田
隆
盛
岡
市
議
会
議
長
）
は

2
月
7
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ

ル
で
役
員
会
の
後
、
第
1
0
5
回

総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
菊
田
会
長
の
挨
拶

の
後
、
講
演
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、

事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議
に
入

っ
た
。

協
議
で
は
、
「
都
市
に
お
け
る

広
域
連
携
の
あ
り
方
」
に
関
す
る

加
盟
市
調
査
結
果
を
了
承
し
、
29

年
度
の
会
議
日
程
、
予
算
を
決
定

し
た
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
。な

お
、
講
演
で
は
、
横
道
清
孝

・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
副
学
長

・
教
授
か
ら
「
新
し
い
時
代
の
広

域
連
携
の
あ
り
方
」
と
題
す
る
説

明
を
聴
取
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
指
定
都
市

協
議
会
は
2
月
8
日
、
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
12
回
総
会
を
開

催
し
た
。

会
議
で
は
、桶
本
大
輔
会
長（
さ

い
た
ま
市
議
会
議
長
）
か
ら
「
今

後
、
指
定
都
市
は
、
圏
域
に
お
け

る
中
枢
都
市
と
し
て
、
日
本
経
済

の
再
生
、
地
方
創
生
、
一
億
総
活

躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、
先
駆
的

か
つ
先
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
指
定
都
市

が
抱
え
る
課
題
に
関
連
す
る
情
報

を
共
有
し
、
よ
り
充
実
し
た
議
論

を
行
い
な
が
ら
、
指
定
都
市
協
議

会
と
各
市
議
会
の
さ
ら
な
る
発
展

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
る
」
な
ど

の
挨
拶
を
し
た
。
続
い
て
、
事
務

報
告
、
28
年
度
要
望
事
項
の
結
果

概
要
等
に
つ
い
て
了
承
し
、
協
議

に
入
っ
た
。

「
平
成
28
年
度
協
議
す
べ
き
テ

ー
マ
『
研
究
会
（
仮
称
）
の
設
置

検
討
に
つ
い
て
』
等
に
関
す
る
意

見
照
会
の
状
況
及
び
今
後
の
運
営

方
針
（
案
）
に
つ
い
て
」
で
は
、

東
京
開
催
の
総
会
時
に
も
、
協
議

・
意
見
交
換
の
場
と
し
て
研
究
会

を
開
催
し
て
い
く
と
し
、
ま
ず
、

30
年
2
月
の
第
15
回
総
会
時
に
試

行
的
に
研
究
会
を
開
催
し
、
東
京

で
の
研
究
会
開
催
に
当
た
っ
て
の

課
題
や
問
題
点
の
抽
出
に
努
め
る

こ
と
と
し
た
。

「
平
成
29
年
度
本
協
議
会
活
動

（
案
）
に
つ
い
て
」
で
は
、
協
議

す
べ
き
テ
ー
マ
及
び
要
望
す
べ
き

項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

の
通
り
決
定
し
た
。

「
平
成
29
年
度
本
協
議
会
歳
入

歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」
、

「
平
成
29
年
度
本
協
議
会
会
議
日

程
（
案
）
に
つ
い
て
」
で
は
、
予

算
、
日
程
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
通

り
決
定
し
た
。

「
平
成
29
年
度
国
と
地
方
の
協

議
の
場
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
」
で
は
、

従
来
通
り
、
次
期
正
副
会
長
市
を

委
員
と
し
て
、
う
ち
会
長
市
を
委

員
長
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

「
役
員
改
選
」
で
は
、
役
員
選

考
基
準
に
基
づ
き
、
次
期
会
長
に

石
田
康
博
川
崎
市
議
会
議
長
、
次

期
副
会
長
に
お
ば
た
久
弥
福
岡
市

議
会
議
長
、
次
期
監
事
に
木
下
誠

大
阪
市
議
会
議
長
、
永
田
雅
紀
広

島
市
議
会
議
長
を
選
任
し
た
。
新

役
員
を
代
表
し
て
、
石
田
次
期
会

長
か
ら
「
協
議
会
活
動
の
充
実
強

化
と
指
定
都
市
議
会
の
発
展
に
向

け
、
全
力
を
傾
注
す
る
」
な
ど
の

挨
拶
を
し
た
。
な
お
、
新
役
員
の

就
任
日
及
び
任
期
は
、
29
年
4
月

1
日
か
ら
1
年
間
。

「
第
13
回
総
会
開
催
地
に
つ
い

て
」
で
は
、
8
月
開
催
予
定
の
総

会
の
開
催
地
を
福
岡
市
に
決
定
し

た
。2288

年年
度度
第第
33
次次
補補
正正
予予
算算
がが
成成
立立

平
成
28
年
度
第
3
次
補
正
予
算

（
閣
議
決
定
時
、
本
紙
2
0
0
0

号
4
面
に
記
事
を
掲
載
）
が
29
年

1
月
31
日
、
参
議
院
本
会
議
で
可

決
し
、
成
立
し
た
。

歳
入
・
歳
出
合
計
は
、2
1
3
3

億
円
。
第
3
次
補
正
予
算
の
成
立

に
よ
り
、
28
年
度
一
般
会
計
予
算

の
総
額
は
、
1
0
0
兆
2
2
2
0

億
円
と
な
っ
た
。

第105回総会の模様

第12回総会の模様

都都
市市
研研
がが
第第
11
00
55
回回
総総
会会
をを
開開
催催

広
域
連
携
の
あ
り
方
の
調
査
結
果
を
了
承

挨拶する菊田会長

指指
定定
協協
がが
第第
1122
回回
総総
会会
をを
開開
催催

―
次
期
会
長
に
石
田
川
崎
市
議
長
を
選
任
―

講演する横道政策研究大学院大学副学長

挨
拶
す
る
桶
本
会
長

次
期
会
長
に
選
任
さ
れ
た
石
田
川
崎
市
議
長
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